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	ある技術職員の1日
	Biology and Somatology
	所属

	名古屋大学全学技術センター 生物・生体技術支援室 動植物育成管理技術グループ
	勤務地
	生命農学研究科附属東郷フィールド
	職階　　技師
	入職のきっかけ
	各作業のおおよその割合
	学生時代、今後の進路について悩んでいたとき、前任の技術職員の方が退職されました。そのタイミングで、研究室の先生が声をかけてくださったことがきっかけです。学生時代の専門とは異なりましたが、当時フィールドで飼われていた動物に興味を持ち応募を決めました。
	動物飼育管理
	研究実験補助
	学生実習
	事務作業・地域貢献等

	１日の業務スケジュール例
	出勤
	8:30

	家畜への給餌（朝）
	飼料の準備、補充
	デスクで事務作業及びデータ整理
	12:00
	よく食べよく寝て 今日も異常なし！
	お昼休憩
	13:00

	教員との実験、実習の打ち合わせ
	農業機械による草地作業
	農業機械も たくさん種類がある

	家畜への給餌（夕）
	17:15
	退勤

	活かせるスキル・身に着くスキル
	関連資料
	・普通自動車免許、中型免許 ・家畜人工授精師資格 ・フォークリフト運転の技能 ・農機全般の操作技術 ・家畜の基本知識 ・データの統計的解析力
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	https://www.tech.thers.ac.jp/wp-content/uploads/2022/11/user_voice_4.pdf
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